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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート状の印刷媒体を支持する媒体支持手段と、
　前記媒体支持手段に支持された印刷媒体に対向した状態で、前記印刷媒体の表面に沿っ
た方向における第１方向および前記第１方向に対して直交する第２方向へ前記印刷媒体に
対して相対移動しながら、前記印刷媒体の対向した面にインクを吐出して所望の印刷を行
うプリンタヘッドとを有し、
　透明または半透明材料からなる印刷媒体の表面を前記プリンタヘッドと対向させて前記
媒体支持手段により支持した状態で、前記プリンタヘッドにより前記表面に表面画像を印
刷し、前記表面画像が印刷された前記印刷媒体を反転させてその裏面を前記プリンタヘッ
ドと対向させて前記媒体支持手段により支持した状態で、前記プリンタヘッドにより前記
裏面に前記表面画像と対応させて裏面画像を印刷するプリンタ装置において、
　前記プリンタヘッドによる前記表面画像の印刷時に、前記第２方向に所定間隔を置いて
表面側から検出可能な複数の基準マークおよび前記表面画像を互いに印刷形成位置が対応
付けられた１つの画像情報として前記印刷媒体の表面に印刷形成するように構成され、
　前記プリンタヘッドによる前記裏面画像の印刷時もしくは印刷前に、前記裏面を前記プ
リンタヘッドと対向させて前記媒体支持手段により支持した状態で、前記表面に印刷形成
された前記基準マークの位置を検出するマーク位置検出手段と、
　前記マーク位置検出手段により得られた検出結果に応じて、前記裏面画像の画像形成位
置が前記表面画像に対応する所定位置に設定されるように、前記印刷媒体に対する前記裏
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面画像の画像形成位置を補正する位置補正手段とを備え、
　前記位置補正手段は、第１の前記基準マークの位置と、前記第１の基準マークに対して
前記第２方向における次の位置の第２の前記基準マークの位置とから前記第２方向におけ
る前記第１の基準マークと前記第２の基準マークとの間隔の寸法を補正用間隔として算出
し、前記第２の基準マークから、前記第２の基準マークに対して前記第２方向における次
の位置の第３の前記基準マークの間に印刷される前記裏面画像の画像形成位置を、前記補
正用間隔に応じて補正し、
　前記位置補正手段は、
　前記所定間隔に対して前記補正用間隔が小さいときに、前記所定間隔と前記補正用間隔
との差異に基づいて前記裏面画像の画像データを前記第２方向に間引くことによって前記
裏面画像を前記第２方向に縮めるように補正し、
　前記所定間隔に対して前記補正用間隔が大きいときに、前記所定間隔と前記補正用間隔
との差異に基づいて前記裏面画像の画像データの一部を前記第２方向に重複させることに
よって前記裏面画像を前記第２方向に伸ばすように補正することを特徴とするプリンタ装
置。
【請求項２】
　前記プリンタヘッドは、前記第１方向および前記第２方向へ相対移動される移動部材に
搭載され、
　前記印刷媒体に対する前記移動部材の前記第２方向への相対移動が、前記印刷媒体を前
記第２方向に送る媒体搬送手段により行われるように構成され、
　前記位置補正手段は、前記媒体搬送手段による前記印刷媒体の前記第２方向への送り量
を制御することにより、前記裏面画像の画像形成位置を補正することを特徴とする請求項
１に記載のプリンタ装置。
【請求項３】
　前記プリンタヘッドは、前記裏面に前記表面画像を反転させた前記裏面画像を前記表面
画像の画像形成位置に重ねて印刷することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
プリンタ装置。
【請求項４】
　印刷媒体に対向した状態で、前記印刷媒体の表面に沿った方向における第１方向および
前記第１方向に対して直交する第２方向へ前記印刷媒体に対して相対移動しながら、前記
印刷媒体の対向した面にインクを吐出して所望の印刷を行うプリンタヘッドを有したプリ
ンタ装置を用いて行う印刷方法であって、
　透明または半透明材料からなる印刷媒体の表面を前記プリンタヘッドと対向させた状態
で、前記第２方向に所定間隔を置いて表面側から検出可能な複数の基準マークおよび表面
画像を互いに印刷形成位置が対応付けられた１つの画像情報として前記プリンタヘッドに
より前記表面に印刷する第１のステップと、
　前記第１のステップにおいて前記表面画像が印刷された前記印刷媒体を反転させて前記
印刷媒体の裏面を前記プリンタヘッドと対向させる第２のステップと、
　前記プリンタヘッドにより前記裏面に前記表面画像と対応した裏面画像を印刷する時も
しくは印刷前に、前記第２のステップにおいて前記裏面を前記プリンタヘッドと対向させ
た状態で、前記基準マークの位置を検出する第３のステップと、
　前記第３のステップにおいて得られた検出結果に応じて、前記裏面画像の画像形成位置
を前記表面画像に対応する所定位置に設定されるように、前記印刷媒体に対する前記裏面
画像の画像形成位置を補正する第４のステップとを備え、
　前記第４のステップは、第１の前記基準マークの位置と、前記第１の基準マークに対し
て前記第２方向における次の位置の第２の前記基準マークの位置とから前記第２方向にお
ける前記第１の基準マークと前記第２の基準マークとの間隔の寸法を補正用間隔として算
出し、前記第２の基準マークから、前記第２の基準マークに対して前記第２方向における
次の位置の第３の前記基準マークの間に印刷される前記裏面画像の画像形成位置を、前記
補正用間隔に応じて補正し、
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　前記第４のステップは、
　前記所定間隔に対して前記補正用間隔が小さいときに、前記所定間隔と前記補正用間隔
との差異に基づいて前記裏面画像の画像データを前記第２方向に間引くことによって前記
裏面画像を前記第２方向に縮めるように補正し、
　前記所定間隔に対して前記補正用間隔が大きいときに、前記所定間隔と前記補正用間隔
との差異に基づいて前記裏面画像の画像データの一部を前記第２方向に重複させることに
よって前記裏面画像を前記第２方向に伸ばすように補正することを特徴とする印刷方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透明または半透明な印刷媒体の表裏両面に印刷を施すプリンタ装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷媒体に印刷を施すプリンタ装置の一例として、インクジェットプリンタが知
られている。このインクジェットプリンタとして、例えばシート状の印刷媒体をプラテン
上で支持し、プラテンの上方において印刷媒体に対向させたプリンタヘッドを設けた構成
が知られている。印刷時には、このプリンタヘッドを例えば左右に往復移動させるととも
に、印刷媒体をこれに対して直角な方向（送り方向）に送りながら、プリンタヘッドの下
面に形成されたノズル開口からインクを吐出させて、所望のパターンでプリンタヘッドの
下面と対向した面に付着させるようになっている。
【０００３】
　最近では、透明（または半透明）な印刷媒体を用いて、この表裏両面に印刷を施す方法
が開発されている。例えば印刷媒体の表裏両面の同一位置に、反転させた画像を重ねて印
刷することにより、昼間において外部からの光（太陽光）が当たった状態と、夜間におい
て印刷物の背後から照明した場合とで、同じ色合い（色の濃度）に見える印刷物を得るこ
とができ、印刷物の使用用途が拡大するという利点がある。上記半透明な印刷媒体には、
例えば通常のディスプレイの仕方（見せ方）では、半透明には見えないような印刷媒体で
あっても、ディスプレイの仕方によっては、光の透過が無視できないような印刷媒体（例
えば、白色の紙等）も含まれる。
【０００４】
　この透明な印刷媒体を用いた印刷方法の一例について説明すると、まず印刷媒体の表面
に対して、上述のようにして印刷を施した後、一旦プラテンから印刷媒体を取り外し、裏
面がプリンタヘッドの下面と対向するように裏返してプラテン上に載置する。その状態で
、表面に施された印刷に対してちょうど反転された印刷を、表面と同じ位置に重ねて印刷
することにより、表裏両面に印刷が施された所望の印刷物が得られる。なお、反転させた
同一の画像を裏面から印刷する場合ばかりでなく、例えば表面に施された印刷に対して一
部のみを反転させた画像を裏面から印刷する場合や、表面に施された印刷に対してその輪
郭のみを裏面から印刷する場合等の種々の印刷形態があり、その印刷物の使用目的に応じ
て選択される。
【０００５】
　ところで、上述のようにして得られた印刷物において、仮に表面と裏面との印刷に位置
ずれがあると、そのずれた部分が他の部分と比較して色合いが異なって（薄く）見えたり
、または、印刷部分の輪郭がぼやけて二重に見えたりするという不具合が発生することが
ある。上記位置ずれのうち、プリンタヘッドの往復移動方向（左右方向）への位置ずれの
発生原因の１つとして、例えば上記送り方向に対して印刷媒体が真っ直ぐ取り付けられて
おらず、その斜めの状態のまま送られたことが挙げられる。また、送り方向への位置ずれ
の発生原因の１つとして、例えば印刷媒体の表面に対して印刷が行われた後、インクに含
まれる溶剤が乾燥することによって、印刷媒体が送り方向へ伸縮したことが考えられる。
この送り方向への伸縮量の検出方法としては、例えば等間隔にマークを複数形成しておき
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、伸縮後にそのマークの間隔を計測する方法が挙げられる（例えば、特許文献１を参照）
。
【０００６】
　上述のような位置ずれを回避する方法として、例えば特許文献２～４には、基準画像等
を形成しておき、この基準画像等の位置に合わせるように表裏両面から印刷を施す方法が
開示されている。また、従来実際の印刷作業現場では、裏面印刷時に印刷媒体の背後から
バックライトを当てて、オペレータが表面の印刷に対する位置ずれの有無を目視で確認し
、位置ずれが発生しそうな場合には、その都度例えば印刷の原点位置を補正しながら印刷
が行われていた。
【特許文献１】特開２００２－２３６０１５号公報
【特許文献２】特開２００１－１４６００６号公報
【特許文献３】特開平１１－３１５４８４号公報
【特許文献４】特開平１０－１６６５６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上記送り方向への位置ずれは、例えば印刷に用いるインク（溶剤）の種類に
応じて異なる場合があるとともに、表面のどの位置にどのような印刷が施されたかに応じ
て、印刷媒体の部分ごとに送り方向に対する伸び量または縮み量（伸縮率）が、少しずつ
異なる場合がある。そのため、裏面に印刷を施す際に送り方向に対する位置ずれを精度良
く補正して、表面に施された印刷の印刷位置に対応させて裏面に印刷を施すことは難しく
、印刷品質を低下させる虞があった。また、上記のようにオペレータが目視で位置ずれの
有無を確認し、その位置ずれを補正しながら印刷を行うことは、作業負担の増加に繋がる
とともに、一定の印刷品質を確保することが難しいという課題があった。
【０００８】
　本発明は、上記のような課題に鑑みてなされたものであり、表面に施された印刷の印刷
位置に対応させて裏面に印刷を行うことにより印刷品質を向上させたプリンタ装置、およ
びその印刷方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明に係るプリンタ装置は、シート状の印刷媒体（例えば
、実施形態における印刷シートＭ）を支持する媒体支持手段（例えば、実施形態における
プラテン１２ａ）と、前記媒体支持手段に支持された印刷媒体に対向した状態で前記印刷
媒体に対して相対移動しながら、前記印刷媒体の対向した面にインクを吐出して所望の印
刷を行うプリンタヘッドとを有し、透明または半透明材料からなる印刷媒体の表面を前記
プリンタヘッドと対向させて前記媒体支持手段により支持した状態で、前記プリンタヘッ
ドにより前記表面に表面画像を印刷し、前記表面画像が印刷された前記印刷媒体を反転さ
せてその裏面を前記プリンタヘッドと対向させて前記媒体支持手段により支持した状態で
、前記プリンタヘッドにより前記裏面に前記表面画像と対応させて裏面画像を印刷するよ
うに構成されている。前記プリンタヘッドによる前記表面画像の印刷時に、表面側から検
出可能な基準マーク（例えば、実施形態における伸縮検出ライン３１）を前記表面画像と
所定の位置関係を有して前記印刷媒体の表面に印刷形成するように構成され、前記プリン
タヘッドによる前記裏面画像の印刷時もしくは印刷前に、前記表面に印刷形成された前記
基準マークの位置を検出するマーク位置検出手段（例えば、実施形態におけるマーク検出
センサ２３）と、前記マーク位置検出手段により得られた検出結果に応じて、前記裏面画
像の画像形成位置が前記表面画像に対応する所定位置に設定されるように、前記印刷媒体
に対する前記裏面画像の画像形成位置を補正する位置補正手段（例えば、実施形態におけ
る制御部１３ｂ）とを備えている。
【００１０】
　上記のプリンタ装置において、前記表面画像および前記基準マークは、互いに印刷形成
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位置が対応付けられた１つの画像情報として印刷形成されることが好ましい。
【００１１】
　また、上記のプリンタ装置において、前記プリンタヘッドは、前記媒体支持手段に支持
された印刷媒体の表面に沿った方向における第１方向および前記第１方向に対して直交す
る第２方向へ相対移動される移動部材（例えば、実施形態におけるキャリッジ２１）に搭
載されるとともに、前記第２方向に所定間隔を置いて複数の前記基準マークを印刷形成す
るように構成され、前記位置補正手段は、前記基準マークの位置から前記基準マーク同士
の前記第２方向の間隔を算出し、前記第２方向の間隔と前記第２方向に隣り合う前記裏面
画像の画像形成位置を、前記第２方向の間隔に応じて前記第２方向に補正する構成が好ま
しい。
【００１２】
　さらに、前記マーク位置検出手段は、前記第２方向に送られながら印刷が行われる前記
印刷媒体に印刷形成された前記基準マークの位置を検出するように構成され、前記位置補
正手段は、第１の前記基準マークの位置と、前記第１の基準マークに対して前記第２方向
における次の位置の第２の前記基準マークの位置とから前記第２方向の実際の寸法を補正
用間隔として算出し、前記第２の基準マークから、前記第２の基準マークに対して前記第
２方向における次の位置の第３の前記基準マークの間に印刷される前記裏面画像の画像形
成位置を、前記補正用間隔に応じて補正する構成が好ましい。
【００１３】
　上記のプリンタ装置において、前記位置補正手段は、前記所定間隔に対して前記第２方
向の間隔が小さいときに、前記所定間隔と前記第２方向の間隔との差異に比例させて前記
裏面画像を前記第２方向に縮めるように補正することが好ましく、一方、前記所定間隔に
対して前記第２方向の間隔が大きいときに、前記所定間隔と前記第２方向の間隔との差異
に比例させて前記裏面画像を前記第２方向に伸ばすように補正する構成が好ましい。
【００１４】
　また、上記のプリンタ装置において、前記印刷媒体に対する前記移動部材の前記第２方
向への相対移動が、前記印刷媒体を前記第２方向に送る媒体搬送手段（例えば、実施形態
における送りローラ１２ｂ）により行われるように構成され、前記位置補正手段は、前記
媒体搬送手段による前記印刷媒体の前記第２方向への送り量を制御することにより、前記
裏面画像の画像形成位置を補正する構成も好ましい。
【００１５】
　さらに、上記のプリンタ装置において、前記プリンタヘッドは、前記裏面に前記表面画
像を反転させた前記裏面画像を前記表面画像の画像形成位置に重ねて印刷することが好ま
しい。
【００１６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る印刷方法は、印刷媒体に対向した状態で相対移
動しながら、前記印刷媒体の対向した面にインクを吐出して所望の印刷を行うプリンタヘ
ッドを有したプリンタ装置を用いて行う印刷方法であって、透明または半透明材料からな
る印刷媒体の表面を前記プリンタヘッドと対向させた状態で、前記プリンタヘッドにより
表面画像および表面側から検出可能な基準マークを前記表面に印刷する第１のステップと
、
前記印刷媒体を反転させて前記印刷媒体の裏面を前記プリンタヘッドと対向させる第２の
ステップと、前記プリンタヘッドにより前記裏面に前記表面画像と対応した裏面画像を印
刷する時もしくは印刷前に、前記基準マークの位置を検出する第３のステップと、前記第
３のステップにおいて得られた検出結果に応じて、前記裏面画像の画像形成位置を前記表
面画像に対応する所定位置に設定されるように、前記印刷媒体に対する前記裏面画像の画
像形成位置を補正する第４のステップとを備えている。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係るプリンタ装置によれば、マーク位置検出手段により検出された基準マーク
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の位置に応じて、裏面画像の画像形成位置が表面画像に対応した所定位置に設定されるよ
うに、位置補正手段が、裏面画像の画像形成位置を補正するように構成されている。この
構成から、例えば印刷媒体の表面に印刷が施された後、表面に印刷されたインクが乾燥す
る際に印刷媒体の伸縮に伴って表面画像が伸縮したような場合においても、基準マークの
位置を基にして、表面画像の画像形成位置および伸縮量を検出することができる。よって
、この伸縮量に応じて裏面画像の画像形成位置を補正した上で印刷を施すことにより、表
面画像の画像形成位置に対応させた裏面画像の印刷が可能となり、印刷品質を向上させる
ことができる。また、上記伸縮量の検出および画像形成位置の補正は、マーク位置検出手
段および位置補正手段において自動的に行われる構成となっているので、オペレータの作
業負担を軽減することが可能であり、さらには、オペレータの作業に対する熟練度等に影
響されることなく一定の印刷品質を保つことができる。
【００１８】
　なお、上記のプリンタ装置において、印刷媒体の表面に印刷される表面画像および基準
マークは、互いに印刷形成位置が対応付けられた１つの画像情報として印刷形成されるこ
とが好ましい。このようにすれば、表面画像の画像形成位置と基準マークの位置とに対応
関係を持たせることができるので、例えば裏面画像の印刷時に、基準マークの位置を検出
することにより表面画像の画像形成位置を把握することができる。そのため、より一層精
度良く、表面画像の画像形成位置に対応させて裏面画像を印刷できる。
【００１９】
　また、プリンタヘッドが、印刷媒体に対して互いに直交する第１方向（左右方向）およ
び第２方向（送り方向）へ相対移動される移動部材に搭載され、位置補正手段は、算出さ
れた第２方向の間隔に応じて、その間隔と隣り合う裏面画像の画像形成位置を補正するよ
うな構成が好ましい。このように構成されると、例えば第２方向へ表面画像が伸縮する場
合、その第２方向への伸縮量を検出し、その検出直後において伸縮量を反映させた印刷が
可能となる。よって、第２方向における、伸縮量の検出位置とその伸縮量が反映された印
刷が行われる位置とを接近させることができて、精度良く表面画像の画像形成位置に対応
させて裏面画像を印刷できるようになる。
【００２０】
　さらに、位置補正手段は、互いに隣り合う第１の基準マークの位置と第２の基準マーク
の位置とから実際の寸法を補正用間隔として算出し、互いに隣り合う第２の基準マークと
第３の基準マークとの間に印刷される裏面画像の画像形成位置を、補正用間隔に応じて補
正する構成が好ましい。このように構成すると、算出された補正用間隔を、その第１間隔
のすぐ隣りに位置する第２の基準マークと第３の基準マークとの間に印刷される裏面画像
の画像形成位置の補正に反映させることができ、高精度に表面画像の画像形成位置に対応
させて裏面画像を印刷できるようになる。
【００２１】
　位置補正手段は、基準マーク同士の印刷形成当初の所定間隔と、算出された第２方向の
間隔との大小関係に応じ、これらの差異に比例させて第２方向に縮めるもしくは伸ばすよ
うに裏面画像を補正する構成が好ましい。このようにすると、裏面画像の第２方向への長
さを、表面画像の第２方向への長さに一致させる補正が可能となり、よって、表面画像と
裏面画像との間の位置ずれを抑えることができて、印刷品質を向上させることができる。
【００２２】
　一方、印刷媒体が媒体搬送手段により第２の方向に送られるように構成され、位置補正
手段は、媒体搬送手段による印刷媒体の第２方向への送り量を制御して、裏面画像の画像
形成位置を補正する構成でも良い。このように構成した場合には、媒体搬送手段の駆動を
制御するという比較的シンプルで簡易な制御構成により、裏面画像を所定の画像形成位置
に印刷することが可能となる。
【００２３】
　なお、プリンタヘッドは、印刷媒体の裏面に対して、表面画像を反転させた裏面画像を
表面画像の画像形成位置に重ねて印刷する構成が好ましい。このようにすると、表面側お
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よび裏面側のどちらからも、同じ画像が同じ色合いで印刷されたように見える印刷物を得
ることができ、よって、印刷物の使用目的に応じて種々の印刷形態に対応させた印刷が可
能となる。
【００２４】
　上記のように構成された本発明に係る印刷方法によれば、表面に表面画像とともに基準
マークを印刷しておき、この基準マークの位置を、裏面に裏面画像を印刷する時もしくは
印刷前に検出し、この検出結果に応じて、印刷媒体に対する裏面画像の画像形成位置を補
正するように構成されている。よって、例えば表面に印刷されたインクにより表面画像が
伸縮したような場合においても、基準マークの位置を検出することにより、表面画像の画
像形成位置を検出することができる。そのため、検出された表面画像の画像形成位置に合
わせるように、裏面画像の画像形成位置を補正することで、表面画像の画像形成位置に対
応させた裏面画像の印刷が行え、印刷品質の向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、図面を参照ながら、本発明の好ましい実施形態について説明する。説明の便宜上
、各図面に示す矢印方向を前後、左右および上下と定義して説明を行う。図１および図２
に、本発明を適用したプリンタ装置の一例としてのインクジェットプリンタ１０を示して
おり、図１はインクジェットプリンタ１０を前方から見た図を、図２はインクジェットプ
リンタ１０を左方から見た図をそれぞれ示している。
【００２６】
　インクジェットプリンタ１０は、図１に示すように、左右の支持脚１１ａ，１１ｂを有
した支持脚１１と、支持脚１１により支持された中央ボディ部１２と、中央ボディ部１２
の左側に設けられた左ボディ部１３と、中央ボディ部１２の右側に設けられた右ボディ部
１４と、左右ボディ部１３，１４を繋ぐとともに中央ボディ部１２の上側に離間して平行
に延びた上ボディ部１５とを備えて構成される。中央ボディ部１２には、図３に示すよう
に、その上面に露出して左右に延びたプラテン１２ａが設けられており、また、プラテン
１２ａの後方には、左右に延びた円柱状の送りローラ１２ｂが設けられている。この送り
ローラ１２ｂは、図１に示すように、中央ボディ部１２の内部に設置されたローラ駆動モ
ータ１２ｃを駆動させることにより、回転駆動するようになっている。
【００２７】
　上ボディ部１５の下端部には、図３に示すように、クランプ装置１５ａが左右に並んで
取り付けられている。このクランプ装置１５ａは、その先端部にピンチローラ１５ｃが回
転自在に取り付けられており、ピンチローラ１５ｃを送りローラ１２ｂに押し付けたクラ
ンプ位置と、ピンチローラ１５ｃを送りローラ１２ｂから離間させたアンクランプ位置と
に設定可能となっている。図４は、図１のＩＶ－ＩＶ部分の断面図を示しており、この図
４に示すように、印刷時には、印刷対象である印刷シートＭをピンチローラ１５ｃと送り
ローラ１２ｂとの間に挟み、クランプ装置１５ａをクランプ位置に設定して、ローラ駆動
モータ１２ｃを駆動させることで、印刷シートＭを前後に送ることができる。
【００２８】
　図４に示すように、送りローラ１２ｂの後方で且つクランプ装置１５ａの下方には、マ
ーク検出センサ２３が設置されており、印刷時には、このマーク検出センサ２３の上方を
印刷シートＭが前方へと送られるようになっている。マーク検出用センサ２３は、例えば
上方に向けて検査光を発射する発光部（図示せず）、およびこの発光部から発射された検
査光の反射光を受光可能な受光部（図示せず）を備えている。後述する制御部１３ｂは、
このマーク検出用センサ２３で検出された受光強度を入力して、マーク検出用センサ２３
の上方に印刷シートＭが存在しているか否か、および後述する伸縮検出ライン３１が位置
しているか否かを検出できるようになっている。なお、このマーク検出センサ２３は、プ
ラテン１２ａの左端部近傍に設置されている。
【００２９】
　左ボディ部１３は、図１に示すように、その前面側に操作スイッチ類や表示装置類等か
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らなる操作部１３ａが設けられ、またその内部には、制御部１３ｂおよび後述するプリン
タヘッド２２のメンテナンスを行うメンテナンスステーション（図示せず）等が設けられ
ている。制御部１３ｂは、インクジェットプリンタ１０の外部に設けられた例えばパソコ
ン等の画像データ出力装置１９、ローラ駆動モータ１２ｃ、プリンタヘッド２２、マーク
検出センサ２３および後述するユニット駆動モータ２４等と接続されている（図５を参照
）。
【００３０】
　また、制御部１３ｂは、ローラ駆動モータ１２ｃ、プリンタヘッド２２およびユニット
駆動モータ２４等に対して、所望の駆動状態となるように作動信号を出力可能となってい
る。なお、この制御部１３ｂには、インクジェットプリンタ１０の基本的な制御を行った
り、一時的にデータを記憶させることができるファームウェア１３ｃが実装されている。
画像データ出力装置１９には、例えばＲＩＰ（ラスターイメージプロセッサ）１９ａと称
されるラスタ形式による画像データを生成するソフトウェアが実装されている。
【００３１】
　図１に示すように、右ボディ部１４の上部には、カートリッジ取付部１６が設けられて
おり、このカートリッジ取付部１６に対して、色ごとに複数のカートリッジ式のインクタ
ンク１８が前方から着脱可能に取り付けられている。また、右ボディ部１４の内部には、
後述するヘッドユニット２０を左右に往復移動させるユニット駆動モータ２４が設置され
ている。図３に示すように、上ボディ部１５の内部には左右に延びたガイドレール１５ｂ
が設けられており、このガイドレール１５ｂに沿って左右へ往復移動可能にヘッドユニッ
ト２０が取り付けられている。
【００３２】
　ヘッドユニット２０は、キャリッジ２１およびプリンタヘッド２２を主体に構成される
。キャリッジ２１は、その後面がガイドレール１５ｂと嵌合して、ガイドレール１５ｂに
沿って左右に往復移動自在となっており、また、プリンタヘッド２２の取り付けベースと
なっている。プリンタヘッド２２は、例えばマゼンダ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、シアン（
Ｃ）およびブラック（Ｋ）の各色のプリンタヘッド２２Ｍ，２２Ｙ，２２Ｃ，２２Ｋから
構成され、上述のインクタンク１８と例えばゴム製のチューブを介して接続されている。
また、各プリンタヘッドの下面には、下方に向けてインクを吐出する複数のノズル開口（
図示せず）が形成されている。
【００３３】
　以上ここまでは、インクジェットプリンタ１０の構成部材について説明したが、以下に
、このインクジェットプリンタ１０を用いて、印刷対象である透明な印刷シートＭの表裏
両面に印刷を施す際の、各構成部材の作動について説明する。以下の説明では、反転させ
た同一の所望画像を、表面および裏面の同一位置に印刷する場合を例示しており、まず印
刷シートＭの表面に所望画像を印刷するときの作動ついて説明し、続いて印刷シートＭの
裏面に、反転させた所望画像を表面の所望画像の印刷位置に重ねるように印刷するときの
作動について説明する。本発明は、特に裏面に対して印刷を行うときに、その特徴的機能
が発揮される。
【００３４】
　印刷を開始するにあたって、オペレータは、まず画像データ出力装置１９を操作して、
印刷を行おうとする所望の画像データをインクジェットプリンタ１０（制御部１３ｂ）に
出力させる。制御部１３ｂは、その入力された画像データに基づいて、インクジェットプ
リンタ１０の各構成部分に作動信号を出力し、各構成部分がその作動信号に基づいて作動
することにより、印刷シートＭに所望画像が印刷されるようになっている。具体的には、
プラテン１２ａ上に載置された印刷シートＭに対して、ガイドレール１５ｂに沿ってキャ
リッジ２１を左右に往復移動させながら、各プリンタヘッドの下面のノズル開口から下方
に向けてインクを吐出させることにより、印刷シートＭの表面（プリンタヘッド２２と対
向した面）に所望画像を印刷する。その後、ローラ駆動モータ１２ｃを駆動させて、印刷
シートＭを所定距離（例えば２５ｍｍ）だけ後方から前方に送り、再びキャリッジ２１を



(9) JP 5368019 B2 2013.12.18

10

20

30

40

50

左右に往復移動させながらインクを吐出させるようにして、これらの作動を組み合わせて
繰り返して行うことにより、印刷シートＭの表面に対して所望画像が印刷されるようにな
っている。
【００３５】
　図６に、上述のようにして印刷シートＭの表面に、例えば「Ｆ」という所望画像３０が
印刷された状態を示す。図６から分かるように、得ようとする所望画像３０が印刷される
際に、印刷シートＭの左端部には左右に延びるとともに前後に一定間隔（例えば１００ｍ
ｍ間隔）で印刷された複数の伸縮検出ライン３１、裏面印刷原点３２、平行確認ライン３
３、位置ずれ確認ライン３４およびカットライン３５（以下、これらをまとめて「補助画
像３８」と称す）が、併せて印刷される。上記伸縮検出ライン３１と裏面印刷原点３２と
は、印刷シートＭの表面において前後に並ぶように形成され、裏面印刷原点３２は伸縮検
出ライン３１よりも前後に幅広く印刷される。上述のように、印刷時には印刷シートＭが
後方から前方へと送られるため、まず図６に示す前端部分から印刷され、最後にカットラ
イン３５が印刷される。
【００３６】
　補助画像３８は、所望画像３０が印刷される有効印刷領域３０ａの外側に印刷されるよ
うに設定されており、また、有効印刷領域３０ａから伸縮検出ライン３１までの間隔は、
予め一定間隔となるように設定されている。所望画像３０、伸縮検出ライン３１および裏
面印刷原点３２は、ＲＩＰ１９ａから送信された１つの画像データとして印刷されるよう
になっており、そのため、裏面印刷原点３２および伸縮検出ライン３１に対して、所望画
像３０の印刷位置が対応付けられている。一方、平行確認ライン３３、位置ずれ確認ライ
ン３４およびカットライン３５は、ファームウェア１３ｃから送信された画像データに基
づいて、表裏両面印刷が行われる際に、印刷シートＭの表面に対して一律に印刷されるよ
うになっており、有効印刷領域３０ａと平行確認ライン３３との平行関係も保たれている
。
【００３７】
　図６のように表面に印刷が施された後、印刷シートＭをプラテン１２ａ上から取り外し
て十分乾燥させた後、前後を反転させるように裏返し、カットライン３５をプラテン１２
ａに対して平行に位置させて、印刷シートＭの裏面がプリンタヘッド２２の下面と対向す
るようにプラテン１２ａ上に載置する（図７を参照）。このとき、伸縮検出ライン３１が
マーク検出センサ２３の上方に位置するように、プラテン１２ａに対する印刷シートＭの
左右位置を調整して載置する。印刷シートＭは透明なので、図７に示すように、表面に印
刷された所望画像３０および補助画像３８を、裏面側から鮮明に読み取ることができる。
この状態でクランプ装置１５ａをクランプ位置に設定すると、マーク検出センサ２３にお
いて検出された受光強度が制御部１３ｂに入力されて、プラテン１２ａ上に印刷シートＭ
が存在していることが検出された後、左右に延びる裏側平行確認ライン（図示せず）が、
平行確認ライン３３に重ねて印刷される。
【００３８】
　オペレータは、平行確認ライン３３と裏側平行確認ラインとが、平行になっているか否
かを目視で確認し、平行になっていない場合にはプラテン１２ａ上への印刷シートＭの載
置をやり直す。平行確認ライン３３および裏側平行確認ラインは、ガイドレール１５ｂに
対して平行に印刷されるので、これらが平行になるように載置することで、印刷シートＭ
の表面に施された印刷に対して、左右および前後方向に平行となった状態で印刷シートＭ
をプラテン１２ａ上に載置させることができる。上記のように印刷シートＭがプラテン１
２ａ上に載置された後、ＲＩＰ１９ａから所望画像３０を反転させた画像データが制御部
１３ｂに出力される。制御部１３ｂに画像データが入力されると、印刷シートＭを前後に
送りながら、制御部１３ｂにおいて裏面印刷原点３２の前後位置が検出される。
【００３９】
　さらに裏面に、位置ずれ確認ライン３４に重ねて裏側位置ずれ確認ライン（図示せず）
が印刷され、これらの左右方向へのずれの有無を確認し、ずれがある場合はファームウェ
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ア１３ｃの内部に設定されている印刷原点位置を左右方向に修正する。位置ずれ確認ライ
ン３４および裏側位置ずれ確認ラインは、プラテン１２ａに対して所定の左右位置に印刷
されるので、これらのずれが無くなるように修正することで、表面と裏面とでファームウ
ェア１３ｃに設定されている上記印刷原点の左右方向位置を一致させることができる。こ
のようにして、印刷シートＭの裏面に印刷を行うときの原点位置を、例えば裏面印刷原点
３２の印刷位置に合わせる。上述のように、裏面印刷原点３２に対する所望画像３０の印
刷位置は対応関係が保たれているため、後述する裏面の印刷時に、裏面印刷原点３２の印
刷位置を基準にして所望画像３０の印刷位置を検出することができる。以上説明したよう
に、印刷シートＭは、その裏面がプリンタヘッド２２の下面と対向した状態でプラテン１
２ａ上に載置された後、裏面に対する印刷が開始される。
【００４０】
　印刷シートＭの裏面に対する印刷時の作動について、図８～図１１を参照しながら説明
する。図８は、本発明の特徴的な作動をより分かりやすく説明するために、印刷シートＭ
の表面に、例えば左右および前後方向に対して斜めに延びるライン状の所望画像４０が、
伸縮検出ライン３１ａ～３１ｅ間に印刷された状態を示している。図９は、上記図８に示
す印刷シートＭを裏返してプラテン１２ａ上に載置させた状態を示し、図１０は、画像デ
ータの補正過程を模式的に示し、図１１は、裏面に所望画像５０が印刷された状態を示し
ている。
【００４１】
　図８に示すように表面に印刷が施された印刷シートＭを、プラテン１２ａ上から取り外
して十分乾燥させた後、前後を反転させるように裏返して再びプラテン１２ａ上に載置さ
せる(図９を参照)。ここで、表面に施された印刷が乾燥するときに、使用されたインクに
含まれる溶剤の種類、所望画像４０の大きさおよび印刷シートＭにおける所望画像４０の
印刷位置等によって、印刷シートＭが部分的に伸びたり縮んだりすることがある。図９は
、伸縮検出ライン３１ａ～３１ｂ間が伸縮せず１００ｍｍ、伸縮検出ライン３１ｂ～３１
ｃ間が１ｍｍ伸びて１０１ｍｍ、伸縮検出ライン３１ｃ～３１ｄ間が１ｍｍ縮んで９９ｍ
ｍ、伸縮検出ライン３１ｄ～３１ｅ間が伸縮せず１００ｍｍになった状態を例示しており
、上記各伸縮量とその前後区間における所望画像４０の伸縮量とは一致しているものとす
る。
【００４２】
　上記前後方向に伸縮した印刷シートＭに対して印刷を行うとき、表面と同様に、キャリ
ッジ２１を左右に往復移動させるとともに印刷シートＭを前方に送りながら、各プリンタ
ヘッドから下方に向けてインクを吐出させて、所望画像４０を反転させた画像を、所望画
像４０の印刷位置に重ねて印刷する。以下においては、例えば２５ｍｍ間隔で前方へ印刷
シートを送りながら前後に長さ２５ｍｍ毎の印刷が行われ、前後に長さ１００ｍｍの印刷
が行われる毎に、後述する画像データの補正が行われる制御構成を例示して説明する。ま
た、裏面の印刷時には、マーク検出用センサ２３の発光部から検査光が連続的に発射され
て、受光部においてその反射光が受光されている。
【００４３】
　図１０を参照しながら説明すると、裏面に対する印刷が開始された後、伸縮検出ライン
３１ａ～３１ｅのうちで、まず伸縮検出ライン３１ｅがマーク検出用センサ２３の上方に
移動され、制御部１３ｂで伸縮検出ライン３１ｅの前後位置が検出されて、この検出結果
がファームウェア１３ｃの内部に記憶される。ところで、印刷シートＭの前後方向への伸
縮量（伸縮率）は、２つの伸縮検出ラインの前後間隔を検出することにより求められる構
成となっているため、この時点ではまだ伸縮量の検出が行えず、画像データ出力装置１９
から送信された画像データＡ（０～１００ｍｍの位置の画像データ）を補正することなく
印刷することで、所望画像５１が得られる（図１０および図１１を参照）。なお、図１０
に示す画像データＡ～Ｄは、図１１に示す所望画像５１～５４とそれぞれ対応しており、
送りラインＧは、印刷シートの送り間隔（例えば２５ｍｍ）を示している。
【００４４】
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　伸縮検出ライン３１ｅが検出された位置から、印刷シートＭが１００ｍｍ前方に送られ
て所望画像５１の印刷が完了した位置において、伸縮検出ライン３１ｄが検出されて、伸
縮検出ライン３１ｄ～３１ｅ間の前後間隔が１００ｍｍと算出される。このことから、表
面の所望画像４０が、伸縮検出ライン３１ｄ～３１ｅ間において伸縮していないことが検
出され、画像データ出力装置１９から送信された画像データＢ（１００～２００ｍｍの位
置の画像データ）を、補正することなく上記所望画像５１の後端部に続けて印刷し、所望
画像５２が得られる。この所望画像５２の印刷途中において、伸縮検出ライン３１ｃが検
出され、伸縮検出ライン３１ｃ～３１ｄ間の前後間隔が９９ｍｍと算出される。
【００４５】
　上記所望画像５２の印刷が完了した後、印刷シートＭを２５ｍｍ前方に送って印刷を行
う際に、次の１００ｍｍの区間に印刷される画像データＣを、伸縮検出ライン３１ｃ～３
１ｄ間の前後間隔（９９ｍｍ）に基いて補正する。具体的には、所望画像５２の後端部で
ある２００ｍｍの位置に、１ｍｍ先の画像データである２０１ｍｍの位置の画像データか
ら印刷が開始され、３０１ｍｍの位置の画像データまでが印刷されて所望画像５３が得ら
れるように補正する。こうすることにより、ハッチングを施した２００～２０１ｍｍの位
置の画像データは、結果的に間引かれて所望画像５２として印刷されない。
【００４６】
　伸縮検出ライン３１ｃが検出された位置から、印刷シートＭが１０１ｍｍ前方に送られ
て所望画像５３の印刷が完了した位置において、伸縮検出ライン３１ｂが検出されて、伸
縮検出ライン３１ｂ～３１ｃ間の前後間隔が１０１ｍｍと算出される。上記所望画像５３
の印刷が完了した後、印刷シートＭを２５ｍｍ前方に送って印刷を行う際に、次の１００
ｍｍの区間に印刷される画像データＤを、伸縮検出ライン３１ｂ～３１ｃ間の前後間隔（
１０１ｍｍ）に基いて補正する。ここでの補正は、所望画像５３の後端部である３００ｍ
ｍの位置に、１ｍｍ手前に戻った３００ｍｍの位置の画像データから印刷が開始され、４
００ｍｍの位置の画像データまでが印刷されて所望画像５４が得られるように補正する。
よって、ハッチングを施した３００～３０１ｍｍの位置の画像データは、結果的に水増し
されて、所望画像５３および所望画像５４の両方において印刷される。こうすることによ
り、画像データＤが印刷されて得られた所望画像５４（５０）の印刷完了位置（後端位置
）を、所望画像４０の後端位置と一致させることが可能となる。
【００４７】
　以上説明したように、一定の送り間隔（例えば１００ｍｍ）毎に、伸縮検出ラインの間
隔が、規定値（例えば１００ｍｍ）に対してどれだけ伸縮しているかという検出結果を、
その検出直後に印刷される画像データを反映させる構成となっている。そのため、検出さ
れた伸縮量を、その検出された位置に隣接する裏面の所望画像５０に反映させることがで
きるので、表面の所望画像４０と裏面の所望画像５０との印刷位置を精度良く一致させる
ことが可能となる。そのため、表面から見たときと裏面から見たときとで、所望画像４０
（５０）の濃さが異なって見えることがなく、印刷品質を向上させることができる。また
、印刷シートＭを前方に送りながら、伸縮量の検出と裏面への印刷とを同時に行うことが
できるので、印刷シートＭを手前に戻すような送り制御をする必要が無く、効率良く印刷
を行うことができる。
【００４８】
　上述の実施形態において、表面の印刷時に所望画像４０の左側にのみ伸縮検出ライン３
１を印刷する場合を例示したが、この構成に限定されない。例えば、左右に対応した伸縮
検出ライン３１を、所望画像４０の左右両側に印刷し、裏面の印刷時にこの左右両側の伸
縮検出ライン３１の前後方向のずれを検出することにより、例えばキャリッジ２１の往復
移動方向に対する印刷シートＭの平行を確認することができる。
【００４９】
　また、上述の実施形態において、制御部１３ｂで各伸縮検出ライン間の間隔を検出する
と同時に、例えば伸縮検出ライン３１ｅからの前後距離を算出し、この前後距離を基にし
て画像データの補正を行うように構成しても良い。上述の実施形態を例に挙げて説明する
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と、例えば伸縮検出ライン３１ｂが検出されたとき、伸縮検出ライン３１ｂ～３１ｃ間が
１０１ｍｍであることが検出されると同時に、伸縮検出ライン３１ｅからの前後距離が３
００ｍｍであると算出される。この場合、制御部１３ｂは、この前後距離が伸縮検出ライ
ン３１ｂ～３１ｅ間の規定値（３００ｍｍ）と一致していると判断し、伸縮検出ライン３
１ａ～３１ｂ間の画像データを補正せず、３００～４００ｍｍの位置の画像データＤを印
刷して、所望画像５４を得ることができる。
【００５０】
　さらに、上述の実施形態において、印刷シートＭの伸縮量に応じて裏面に印刷する画像
データを補正し、表面と裏面とで印刷位置を前後に一致させる方法を示したが、この方法
に限定されない。例えば裏面の印刷時に、ローラ駆動モータ１２ｃの駆動を制御して、印
刷シートＭの伸縮量に応じて印刷シートＭの送り量を補正することにより、表面と裏面と
で印刷位置を前後に一致させる構成も可能である。
【００５１】
　なお、上述の実施形態において、裏面に印刷を施しながら伸縮検出ライン３１の前後位
置を順次検出していく方法を説明したが、この方法に限定されない。例えば、裏面に対す
る印刷を開始する前に、印刷シートＭを前後方向に送りながら伸縮検出ライン３１の前後
位置を予め検出する方法も可能である。
【００５２】
　上述の実施形態において示した伸縮検出ライン３１の印刷位置、形状、前後間隔等は、
一例であってこの形態に限定されない。また、印刷シートＭを２５ｍｍ間隔で前方に送り
ながら、１００ｍｍ印刷される毎に画像データを補正する構成を例示したが、この送りの
間隔および画像データを補正するタイミングは、種々に設定変更可能である。例えば、プ
リンタヘッド２２の内部で、画像データを指定できるような構成を用いることにより、伸
縮検出ラインを検出したタイミングにおいて、画像データを補正することも可能である。
【００５３】
　上述の実施形態において、マーク検出用センサ２３が、プラテン１２ａの後方で且つ印
刷シートＭの下方に位置した構成を例示したが、この構成に限定されない。裏面の印刷時
に、伸縮検出ライン３１の前後位置が検出可能であれば良く、例えばキャリッジ２１に搭
載された構成も可能である。
【００５４】
　上述の実施形態においては、図１０に示したように、各画像データＡ～Ｄの後端位置と
伸縮検出ライン３１の位置とが一致、または各画像データＡ～Ｄの後端位置の方が後方に
位置した場合を例示して説明した。ところで、表面の所望画像４０が乾燥したとき、各画
像データＡ～Ｄの後端位置が伸縮検出ライン３１の前方に位置する場合もあり、その場合
の画像データの補正方法について、図１２を参照しながら説明する。この図１２は、図１
０と比較して、伸縮検出ライン３１ｃ～３１ｄの間隔が１０１ｍｍに変更されていること
を除いて同一の設定となっている。まず、画像データＡが、図１０と同様にして印刷され
た後、１００～２００ｍｍの位置の画像データＢが印刷される。図４に示すように、マー
ク検出センサ２３は、プリンタヘッド２２よりも後方に設置されているために、印刷を施
す領域がどれくらい伸縮しているかを予めマーク検出センサ２３で検出しておくことがで
きる。よって、２００ｍｍの位置の画像データの印刷が完了した時点で、伸縮検出ライン
３１ｃ～３１ｄの間隔が１０１ｍｍであることが検出されている。そのため、伸縮検出ラ
イン３１ｃの位置（２０１ｍｍの位置）に、２００ｍｍの位置の画像データを印刷するよ
うに、画像データＣを、１ｍｍ手前の１９９ｍｍの位置の画像データから印刷を開始する
ように補正する。
【００５５】
　その後、１９９～２９９ｍｍの位置の画像データＣの印刷が完了した時点で、伸縮検出
ライン３１ｂ～３１ｃの間隔が１０１ｍｍであることが検出されており、伸縮検出ライン
３１ｂの位置（３０２ｍｍの位置）に、３００ｍｍの位置の画像データを印刷するように
、画像データＤを、２ｍｍ手前の２９８ｍｍの位置の画像データから印刷を開始するよう
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いても、同様に、伸縮検出ライン３１ａの位置（４０２ｍｍの位置）に、４００ｍｍの位
置の画像データを印刷するように、２ｍｍ手前の３９８ｍｍの位置の画像データから印刷
を開始するように、画像データＥを補正する。そうすることで、裏面に対する所望画像５
０の印刷完了位置（後端位置）を、表面に対する所望画像４０の後端位置と一致させた印
刷が可能となる。
【００５６】
　また、上述の実施形態において、透明な印刷シートＭに表裏両面から印刷を行う場合を
例示したが、例えば、半透明な印刷媒体の表裏両面から印刷を行う場合にも、本発明を用
いることができる。
【００５７】
　上述の実施形態において、伸縮検出ライン３１で反射した検査光を受光部で受光して、
伸縮検出ライン３１を検出するマーク検出用センサ２３を用いた構成を例示して説明した
が、この構成に限定されない。例えば、印刷シートＭを上下に挟むように発光部と受光部
とを設置しておき、発光部からの検査光が印刷シートＭを透過するか否かを検出すること
で、伸縮検出ライン３１を検出するマーク検出用センサを用いた構成でも良い。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明に係るインクジェットプリンタを示した正面図である。
【図２】本発明に係るインクジェットプリンタを示した側面図である。
【図３】ヘッドユニットの周辺を示した斜視図である。
【図４】図１中のＩＶ－ＩＶ部分を示した断面図である。
【図５】本発明に係るインクジェットプリンタの制御系統を示した図である。
【図６】印刷シートの表面に対して印刷が施された状態を示す図である。
【図７】上記図６の印刷シートの裏返した状態を示す図である。
【図８】本発明に係る補正を説明するための図であって、印刷シートＭの表面に対して印
刷が施された状態を示す図である。
【図９】上記図８の印刷シートの裏返した状態を示す図である。
【図１０】画像データの補正方法を簡略化して示した説明図である。
【図１１】印刷シートＭの裏面への印刷結果を示す図である。
【図１２】画像データの補正方法を簡略化して示した説明図である。
【符号の説明】
【００５９】
　　Ｍ　印刷シート（印刷媒体）
　１０　インクジェットプリンタ（プリンタ装置）
　１２ａ　プラテン（媒体支持手段）
　１２ｂ　送りローラ（媒体搬送手段）
　１３ｂ　制御部（位置補正手段）
　２１　キャリッジ（移動部材）
　２２　プリンタヘッド
　２３　マーク検出用センサ（マーク位置検出手段）
　３１　伸縮検出ライン（基準マーク）
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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